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九
四
|露
宴の
手重
玩慶
日
吾 桂
桑林
運
賢懇
の'-'x
断
面
は
じ
め
に
少
な
く
と
も
解
放
路
線
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
前
の
現
代
中
国
居
の
文
化
政
策
は
、
そ
の
源
流
を
た
ど
れ
ば
、
「
古
田
会
議
の
決
議
」
(
一
ド
九
二
九
年
)
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
中
国
文
化
の
あ
酷
り
方
を
決
め
た
毛
沢
東
の
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
講
話
」
(
一
九
四
二
年
五
仲
月
)
の
、
更
に
そ
の
前
提
と
な
っ
た
整
風
運
動
の
際
に
、
軍
の
文
化{1】
桂
工
作
関
係
者
が
「
古
田
会
議
の
決
議
」
を
読
む
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
慶
(
一
九
四
二
年
一
月
・
四
月
)
こ
と
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
一
一
古
田
会
議
の
決
議
は
、
紅
軍
に
お
け
る
宣
伝
工
作
の
重
要
性
を
強
併
く
訴
え
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
四
の
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
伝
え
る
た
め
の
文
書
類
と
歌
で
あ
る
。
そ
の
て
結
果
、
江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
区
で
は
「
紅
軍
が
出
来
て
以
来
、
歌
詠
活
動
は
紅
軍
文
芸
活
動
の
中
で
最
も
突
出
し
、
最
も
盛
ん
で
、
最
も
普
及
し
た
文
化
・
娯
楽
形
式
で
あ
り
、
軍
団
の
指
導
者
は
み
な
こ
の
活
動
63 
平
居
高
τt 
d也、
を
非
常
に
重
視
し
た
」
と
言
わ
れ
る
状
況
が
生
じ
た
。
こ
れ
が
、
長
征
を
経
て
中
国
北
部
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
に
、
主
に
上
海
で
、
や
は
り
歌
に
よ
る
左
翼
運
動
を
行
っ
て
い
た
知
識
人
が
合
流
す
る
こ
と
で
、
解
放
区
(
共
産
党
支
配
地
域
)
の
文
化
は
形
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
解
放
区
に
お
い
て
は
、
個
性
の
表
現
で
あ
り
、
よ
り
新
し
い
響
き
を
求
め
る
と
い
う
今
目
的
な
意
味
で
の
芸
術
で
は
な
く
、
政
治
的
な
宣
伝
工
作
の
道
具
と
し
て
、
歌
が
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
歌
は
、
音
楽
家
が
民
衆
に
歌
を
聴
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
民
衆
が
共
に
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
た
ち
自
身
の
も
の
と
し
、
仲
間
を
増
や
し
、
励
ま
し
合
っ
て
結
束
を
固
め
、
集
団
的
力
量
を
高
め
る
と
い
う
、
民
衆
運
動
を
基
礎
と
す
る
共
産
党
な
ら
で
は
の
発
想
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
歌
を
広
め
、
民
衆
を
組
織
す
る
こ
と
を
「
歌
詠
運
動
」
「
音
楽
運
動
」
と
言
っ
た
。
4
共
産
党
の
思
想
の
中
心
は
階
級
闘
争
で
あ
る
が
、
満
州
事
変
を
6
タ
1
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
抗
日
優
先
へ
と
傾
斜
す
る
。
一
九
三
五
年
八
月
一
目
、
い
わ
ゆ
る
「
八
・
一
宣
言
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
決
定
的
に
な
っ
た
。
歌
詞
に
も
そ
の
こ
と
は
敏
感
に
反
映
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
主
体
に
お
い
て
も
方
法
論
に
お
い
て
も
左
翼
と
抗
日
と
は
連
続
し
、
両
者
を
統
合
す
る
も
の
と
し
て
「
新
音
楽
運
動
」
な
る
概
念
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
今
、
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
満
州
事
変
ご
九
三
一
年
)
か
ら
日
中
戦
争
終
結
こ
九
四
五
年
)
ま
で
の
時
期
を
考
え
た
場
合
、
国
民
党
(
そ
の
支
配
地
域
を
国
統
区
と
い
う
)
と
共
産
党
が
対
立
し
、
そ
と
に
外
国
勢
力
(
租
界
、
健
偏
政
権
支
配
地
区
・
占
領
地
域
リ
論
陥
区
)
が
入
り
込
む
と
い
う
非
常
に
複
雑
な
社
会
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
が
明
治
維
新
か
ら
敗
戦
ま
で
一
つ
の
政
体
に
統
治
さ
れ
、
あ
る
意
味
で
単
純
、
直
線
的
な
近
代
を
歩
ん
だ
こ
と
と
鮮
や
か
な
対
比
を
な
し
て
い
る
。
当
然
、
そ
の
文
化
も
政
治
思
想
を
反
映
し
て
複
雑
な
様
相
を
示
す
。
こ
れ
は
、
文
化
の
様
相
を
通
し
て
当
時
の
政
治
状
況
も
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
八
年
十
一
月
か
ら
一
九
四
O
年
五
月
ま
で
延
安
の
魯
迅
芸
術
学
院
(
魯
芸
)
音
楽
系
教
授
(
一
九
三
九
年
五
月
か
ら
主
任
)
の
地
位
に
あ
っ
て
、
解
放
区
の
音
楽
活
動
の
中
心
に
立
っ
て
活
躍
し
、
当
時
も
、
そ
し
て
中
華
人
民
共
和
国
で
も
絶
大
な
る
評
価
し
よ
う
せ
い
か
い
を
受
け
て
き
た
洗
星
海
(
一
九
O
五
i
一
九
四
五
)
と
い
う
作
曲
家
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
民
(
傍
線
筆
者
)
。
①
現
在
培
植
歌
詠
幹
部
的
地
方
有
両
個
中
心
。
比
較
上
是
以
専
門
注
意
培
植
歌
詠
幹
部
為
目
的
。
可
以
給
全
国
作
為
模
範
、
而
E
貢
献
彼
大
的
。
斜
↓
倒
矧
姐
到
創
剖
割
側
斜
閲
制
捌
謝
岡
、
他
例
有
一
百
五
十
人
的
大
合
唱
団
的
組
織
。
(
中
略
)
矧
コ
倒
魁
剖
樹
洲
、
歌
詠
幹
部
也
発
展
和
組
織
起
来
。
他
伺
非
常
注
意
児
童
歌
運
、
因
為
這
個
特
点
可
以
給
一
般
歌
詠
工
作
者
作
模
範
的
。
(
一
九
三
九
年
七
月
初
「
新
階
段
歌
曲
集
序
」
)
②
現
在
創
測
割
側
斜
閥
、
尉
劇
割
制
割
側
斜
闘
也
有
計
画
地
在
訓
練
幹
部
。
樹
洲
刺
劃
園
出
制
悩
制
剰
刺
細
制
。
在
前
線
各
戦
区
、
到
処
可
以
遇
見
培
養
音
楽
幹
部
的
工
作
。
高
爾
基
芸
術
学
院
己
勝
利
地
建
立
在
華
北
遊
撃
区
、
其
他
如
八
路
軍
領
導
的
「
太
行
山
劇
団
」
「
焼
火
劇
団
」
「
宮
闘
劇
団
」
等
都
是
受
過
訓
練
、
工
作
積
極
的
団
体
。
最
近
在
「
魯
芸
一
」
受
訓
的
「
抗
戦
劇
団
」
和
「
呂
梁
山
劇
団
」
都
是
有
他
的
作
用
的
。
回
制
剖
謝
料
制
訓
鮒
附
刷
以
叫
剣
剰
剤
ヨ
倒
1
斗
倒
在
重
慶
、
一
個
在
桂
林
、
一
個
在
我
例
這
里
|
延
安
、
也
就
是
魯
迅
芸
術
学
院
、
而
充
以
「
魯
芸
」
為
最
重
要
的
一
個
中
心
。
(
一
九
四
O
年
一
月
八
日
「
辺
区
的
音
楽
運
動
」
)
③
周
到
量
制
ヨ
倒
劃
到
刷
州
制
剥
J
剖
劃
劃
」
剖
樹
吋
寸
在
延
安
。
同
時
文
産
生
了
三
種
不
問
的
作
風
。
在
重
慶
方
面
、
音
運
日
倒
出
剖
淵
悶
制
附
倒
。
樹
洲
対
副
寸
創
矧
↓
附
附
羽
岡
寸
刻
剖
刻
刻
刻
判
。
延
安
始
終
是
活
躍
的
、
外
聞
称
延
安
為
「
歌
詠
城
」
、
我
想
是
不
為
太
過
伶
。
(
中
略
)
各
地
方
都
在
努
力
培
養
新
的
歌
詠
領
導
人
材
和
作
曲
者
。
例
如
在
上
述
的
三
個
中
心
、
劃
劇
刻
岡
剛
刷
射
訓
繍
回
制
剰
闘
制
組
制
司
出
州
制
矧
刻
刻
劃
聞
剃
劉
司
刻
到
附
↓
割
問
割
引
国
刺
剖
剃
叶
阿
川
↓
創
割
叶
剖
剰
刺
、
毎
年
都
有
大
批
音
楽
工
作
者
到
前
線
和
後
方
去
工
作
。
(
一
九
四
O
年
五
月
十
一
日
「
現
階
段
中
国
新
音
楽
運
動
的
幾
個
問
題
」
)こ
こ
で
「
歌
詠
」
「
音
運
(
音
楽
運
動
ど
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
居
て
い
る
の
は
、
洗
が
宣
伝
工
作
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
解
放
区
の
ド
音
楽
を
問
題
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
洗
は
そ
の
中
心
と
な
る
酷
都
市
と
し
て
、
延
安
の
み
な
ら
ず
、
国
統
区
の
二
都
市
の
名
前
を
も
林
挙
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
第
二
次
国
共
合
作
が
成
立
し
て
お
り
、
桂
外
見
上
は
挙
国
一
致
体
制
で
抗
日
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
慶
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
国
全
体
の
首
都
と
も
言
う
べ
き
地
位
に
あ
っ
岨
た
重
慶
が
、
な
ぜ
①
に
は
な
い
の
か
、
同
じ
く
国
統
区
に
あ
り
、
重
洋
慶
に
比
べ
れ
ば
一
見
取
る
に
足
り
な
い
地
方
都
市
・
桂
林
が
、
三
つ
四
の
言
葉
全
て
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
上
に
、
③
で
は
重
慶
が
「
音
運
己
て
停
止
在
沈
間
的
階
段
」
と
評
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
桂
林
は
「
改
変
5
了
」
と
や
や
穏
や
か
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
っ
6
た
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
元
に
、
当
時
文
化
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
、
特
に
我
が
国
に
お
い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
左
翼
系
の
音
楽
活
動
に
光
を
当
て
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
抗
日
戦
争
時
期
の
、
国
統
区
を
も
含
め
た
諸
状
況
を
見
て
み
た
い
。
な
お
、
い
ず
れ
も
当
時
の
音
楽
運
動
の
状
況
に
言
及
し
た
、
よ
く
似
た
文
章
を
三
つ
引
い
た
の
は
、
僅
か
一
年
弱
の
問
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
文
章
の
中
で
、
語
ら
れ
る
こ
と
が
微
妙
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
、
当
時
の
流
動
的
な
時
代
状
況
が
あ
る
意
味
で
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
中
の
ヲ
匂
。
重
慶E
一
九
三
八
年
十
二
月
、
国
民
党
社
会
部
が
招
集
し
て
「
中
華
全
国
音
楽
界
抗
敵
協
会
(
音
協
こ
が
成
立
し
た
。
名
誉
会
長
は
国
民
党
の
特
務
機
関
・
C
C
団
の
首
領
で
あ
っ
た
陳
立
夫
、
会
長
は
作
曲
家
の
唐
学
詠
で
あ
っ
目
。
洗
星
海
は
こ
の
団
体
を
、
同
年
一
月
に
、
洗
星
海
や
張
曙
と
い
っ
た
共
産
党
系
の
音
楽
家
が
、
抗
日
歌
詠
運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し
て
武
漢
で
立
ち
上
げ
た
「
中
華
全
国
歌
詠
協
会
」
を
つ
ぶ
す
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
同
年
十
月
に
武
漢
は
日
本
軍
の
手
に
落
ち
て
、
そ
れ
ま
で
そ
こ
で
活
動
し
て
い
た
音
楽
家
の
多
く
は
重
慶
に
移
っ
た
。
国
民
党
が
、
移
動
の
ど
6
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
左
翼
的
な
組
織
を
国
民
党
主
導
の
組
織
に
改
変
6
 
し
て
し
ま
お
う
と
考
え
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
第
二
次
国
共
合
作
の
き
っ
か
け
が
、
蒋
介
石
の
部
下
・
張
学
良
ら
の
造
反
(
西
安
事
件
)
で
あ
っ
た
こ
と
に
表
れ
る
と
お
り
、
蒋
は
「
安
内
接
外
」
政
策
を
取
り
、
抗
日
よ
り
も
剃
共
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
の
敵
は
、
日
本
よ
り
も
、
階
級
的
に
対
立
す
る
共
産
党
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
、
国
共
合
作
が
成
立
し
た
後
も
、
基
本
的
に
変
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
国
民
党
は
大
衆
運
動
に
結
び
つ
く
歌
詠
運
動
に
も
、
抗
日
に
も
、
消
極
的
も
し
く
は
否
定
的
な
態
度
で
臨
ん
だ
。
国
民
党
の
抗
日
運
動
に
対
す
る
否
定
的
な
姿
勢
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
、
一
九
=
二
年
十
月
に
、
国
立
音
楽
専
科
学
校
(
音
専
)
教
授
・
黄
自
の
作
っ
た
「
抗
日
歌
」
が
「
抗
敵
歌
」
へ
と
改
名
さ
せ
ら
れ
、
歌
詞
も
変
更
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
名
誉
会
長
が
陳
立
夫
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
「
音
協
」
の
名
称
に
政
治
的
意
図
を
感
じ
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
組
織
の
性
質
は
、
一
九
三
九
年
五
月
九
日
に
、
黄
自
の
命
日
で
あ
る
こ
の
日
を
「
中
国
音
楽
節
」
に
定
め
た
こ
と
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
八
年
に
武
漢
で
、
左
翼
音
楽
の
開
拓
者
と
し
て
評
価
の
高
い
覇
耳
の
命
日
で
あ
る
七
月
十
七
日
が
「
中
国
人
民
音
楽
節
」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
音
協
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
洗
が
そ
れ
に
対
し
て
毅
然
と
し
て
批
判
を
し
、
一
九
四
O
年
五
月
に
ソ
速
に
向
け
て
出
発
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
要
堅
持
璃
耳
的
方
向
、
七
一
七
是
我
例
的
音
楽
節
」
と
強
く
訴
え
た
結
果
、
同
年
七
月
十
七
日
に
延
安
で
開
か
れ
た
括
耳
逝
去
五
周
年
記
念
大
会
で
、
全
会
一
致
で
こ
(mv 
の
日
を
「
人
民
音
楽
節
」
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
と
鮮
明
に
対
立
す
る
。
黄
白
(
一
九
O
四
1
一
九
三
八
)
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
そ
こ
で
書
い
た
管
弦
楽
曲
「
懐
旧
序
曲
」
が
ニ
ュ
l
へ
プ
ン
交
響
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
(
お
そ
ら
く
は
中
国
人
の
管
弦
楽
曲
が
海
外
で
演
奏
さ
れ
た
初
め
て
の
例
で
あ
ろ
う
)
こ
と
に
表
れ
て
い
る
と
お
り
、
優
れ
た
実
力
の
持
ち
主
で
、
帰
国
後
も
、
租
界
に
住
ん
で
い
た
国
際
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
西
洋
人
音
楽
家
に
混
じ
っ
て
音
専
の
作
曲
科
主
任
教
授
を
務
め
て
い
た
。
民
族
意
識
も
非
常
に
高
く
、
一
九
=
二
年
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
校
長
・
粛
友
梅
ら
と
共
に
音
専
に
「
抗
日
救
国
会
」
な
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、
「
抗
敵
歌
」
「
旗
正
瓢
々
」
な
ど
最
初
期
の
抗
日
救
亡
歌
曲
を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黄
自
の
業
績
に
つ
い
て
洗
は
「
1
他
(
H
黄
白
)
併
且
在
新
音
楽
運
動
塁
培
養
了
一
些
音
楽
幹
部
。
但
他
還
没
有
得
到
更
広
大
的
群
衆
的
認
識
、
他
的
貢
献
只
停
留
在
音
楽
教
育
方
面
、
不
像
頭
耳
時
刻
拍
在
大
衆
面
前
、
為
大
衆
謀
利
益
、
而
又
代
表
着
大
衆
的
利
益
」
(
「
現
階
段
中
国
新
音
楽
運
動
的
幾
個
問
題
」
)
と
畳
間
い
、
「
黄
自
在
許
多
作
品
中
、
曲
調
限
和
声
都
是
比
較
西
洋
化
的
東
西
、
「
天
倫
歌
」
「
山
在
虚
無
練
沙
問
」
含
有
中
国
資
産
階
級
作
風
以
外
、
没
有
別
的
貢
献
我
例
、
和
声
方
面
還
不
能
代
表
民
族
的
」
(
「
民
歌
研
究
」
)
と
語
っ
て
い
て
、
教
育
者
と
し
て
の
業
績
を
評
価
す
る
一
方
、
西
洋
か
ぶ
れ
を
し
て
、
大
衆
へ
の
接
近
が
不
十
分
な
プ
チ
ブ
ル
的
芸
術
家
と
考
え
て
い
た
。
大
衆
と
の
関
係
で
好
対
照
を
な
す
高
耳
へ
の
高
い
評
価
も
あ
っ
て
、
音
楽
節
を
話
耳
忌
と
黄
白
忌
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
は
、
政
治
路
線
上
の
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
音
協
の
影
響
を
受
け
る
重
慶
の
音
楽
活
動
は
、
洗
や
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
る
解
放
区
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
既
に
沈
滞
も
し
く
は
反
動
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
居
洗
が
重
慶
の
音
楽
組
織
の
中
で
唯
一
具
体
的
に
名
前
を
挙
げ
て
い
ド
る
の
が
「
中
央
訓
練
団
歌
詠
隊
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
三
九
年
十
蹴
一
月
、
華
文
患
が
復
興
関
の
中
央
訓
練
団
に
作
っ
た
音
楽
幹
部
訓
練
仲
班
(
中
訓
団
音
幹
班
)
の
附
属
合
唱
団
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
三
1
四
桂
月
に
開
か
れ
た
国
民
党
臨
時
全
国
代
表
大
会
で
、
中
央
執
行
委
員
会
援
の
下
に
訓
練
委
員
会
と
い
う
組
織
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
民
党
伺
の
中
下
級
幹
部
及
び
全
国
の
政
治
、
軍
事
、
経
済
、
教
育
機
関
兵
務
併
員
、
学
校
教
職
員
に
対
す
る
思
想
訓
練
を
担
当
し
た
部
署
で
あ
る
料
、
四
中
央
訓
練
団
は
そ
の
実
行
機
関
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
こ
の
組
織
の
叶
性
質
は
、
蒋
介
石
自
ら
が
委
員
長
・
団
長
と
な
っ
た
点
に
よ
く
表
れ
7
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
の
思
想
を
最
前
線
で
働
く
党
幹
部
に
6
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
司
馬
文
森
は
、
こ
れ
を
実
質
的
に
特
務
の
養
成
所
だ
と
評
し
て
い
る
し
、
後
に
解
放
区
で
も
活
躍
す
る
有
名
な
作
曲
家
・
賀
緑
汀
は
一
九
三
九
年
五
月
に
こ
の
音
幹
班
の
教
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
四
O
年
初
め
に
、
国
民
党
へ
の
加
入
を
強
制
さ
れ
た
た
め
辞
職
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
洗
が
こ
の
組
織
を
抗
日
歌
詠
運
動
幹
部
の
養
成
機
関
と
と
ら
え
た
こ
と
は
、
そ
の
名
称
に
惑
わ
さ
れ
て
の
誤
解
で
あ
り
、
こ
こ
で
音
楽
を
学
ん
だ
人
々
が
積
極
的
に
抗
日
歌
曲
を
歌
い
、
指
導
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
音
幹
班
は
、
一
九
四
三
年
に
教
育
部
に
接
収
さ
れ
、
松
林
闘
で
国
立
音
楽
院
の
分
院
と
な
っ
た
。
抗
日
音
楽
運
動
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
「
新
音
楽
社
」
で
あ
る
。
「
新
音
楽
社
」
は
、
一
九
三
九
年
十
月
十
五
日
に
設
立
さ
れ
た
。
と
れ
は
共
産
党
の
指
導
を
直
接
受
け
る
社
団
で
、
民
族
的
、
科
学
的
、
大
衆
的
な
新
音
楽
建
設
を
目
標
と
し
た
。
延
安
に
い
た
李
凌
が
桂
林
に
い
た
林
路
に
刊
行
を
持
ち
か
け
、
林
路
が
同
意
す
る
と
共
に
洗
星
海
も
賛
意
を
示
し
て
、
発
刊
が
決
ま
っ
た
。
他
に
越
湖
、
沙
梅
、
盛
家
倫
、
趨
啓
海
と
い
っ
た
人
々
が
発
起
人
と
な
っ
た
。
一
九
四
O
年
一
月
に
は
雑
誌
『
新
音
楽
』
を
創
刊
し
て
、
優
れ
た
音
楽
作
品
、
特
に
解
放
区
で
作
ら
れ
た
作
品
の
紹
介
に
努
め
る
と
と
も
に
、
演
奏
会
の
主
催
や
音
楽
指
導
等
も
行
っ
た
。
や
が
て
、
李
は
周
恩
来
の
指
示
に
よ
り
、
群
衆
と
専
門
家
の
結
合
を
目
指
す
こ
と
を
理
念
と
し
て
活
動
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
。
「
新
音
楽
』
は
一
九
四
三
年
五
月
に
発
禁
と
8
さ
れ
、
重
慶
本
社
も
一
九
四
四
年
五
月
に
は
封
鎖
さ
れ
た
が
、
書
名
6
を
変
え
、
編
集
場
所
を
変
え
て
雑
誌
発
行
を
続
け
る
な
ど
、
解
放
に
至
る
ま
で
社
の
活
動
は
維
持
さ
れ
、
正
に
抗
日
音
楽
の
園
統
区
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
。
分
社
は
桂
林
、
広
州
、
西
安
か
ら
果
て
は
ヤ
ン
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
等
に
ま
で
作
ら
れ
、
関
係
者
は
二
千
人
に
も
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
洗
星
海
が
重
慶
の
名
前
を
挙
げ
な
い
一
九
三
九
年
七
月
と
、
重
慶
を
挙
げ
る
一
九
四
O
年
一
月
の
決
定
的
な
違
い
は
、
「
音
協
」
が
重
慶
の
中
心
的
音
楽
組
織
で
あ
っ
た
時
代
と
共
産
党
主
導
の
「
新
音
楽
社
」
が
生
ま
れ
て
い
た
時
代
の
違
い
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
音
運
己
停
止
在
沈
悶
的
階
段
」
と
評
さ
れ
る
一
九
四
O
年
五
月
は
、
新
音
楽
社
が
半
年
余
り
前
に
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
要
素
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
さ
か
厳
し
す
ぎ
る
見
方
と
言
え
る
よ
う
に
思
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
反
共
意
識
の
波
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
七
年
七
月
に
第
二
次
国
共
合
作
が
成
立
し
て
か
ら
、
日
中
戦
争
が
終
わ
り
、
国
民
党
と
共
産
党
が
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
ま
で
の
聞
に
は
、
二
一
回
の
反
共
高
潮
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
回
目
は
、
一
九
三
九
年
初
か
ら
一
九
四
O
年
半
ば
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
国
統
区
に
関
す
る
情
報
が
、
ど
れ
だ
け
の
時
差
と
正
確
さ
を
も
っ
て
洗
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
一
九
四
O
年
五
月
に
、
重
慶
か
ら
わ
ず
か
百
キ
ロ
も
離
れ
て
い
な
い
恭
江
で
大
規
模
な
共
産
党
弾
圧
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
洗
の
発
一
言
当
時
も
、
重
慶
で
は
左
翼
系
の
活
動
に
対
し
て
相
当
な
圧
力
が
か
か
っ
て
い
た
と
と
が
想
像
で
き
、
そ
れ
が
洗
の
評
価
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
桂
林E
抗
日
戦
争
時
期
、
桂
林
は
空
前
の
繁
栄
を
遂
げ
、
「
文
化
城
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
八
路
軍
の
線
事
処
が
設
立
さ
れ
た
一
九
三
八
年
十
一
月
か
ら
、
桂
林
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
る
一
九
四
四
年
九
月
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
聞
に
、
人
口
は
七
、
八
万
人
か
ら
一
気
に
六
十
万
人
余
り
へ
と
大
膨
張
し
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
有
名
な
作
家
、
芸
術
家
、
学
者
は
実
に
千
人
を
超
え
た
。
そ
の
理
由
は
、
お
よ
そ
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
A
当
時
桂
林
を
支
配
し
て
い
た
広
西
派
(
日
新
桂
系
軍
閥
、
李
宗
仁
・
白
崇
耀
・
黄
旭
初
な
ど
)
が
、
蒋
介
石
に
比
べ
る
と
反
共
姿
勢
が
ゆ
る
や
か
で
抗
日
に
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
。
B
水
路
、
陸
路
、
空
路
と
も
に
便
利
で
、
重
慶
、
長
沙
、
武
漢
、
広
州
、
貴
陽
等
主
要
都
市
と
行
き
来
し
や
す
く
、
ま
た
、
香
港
を
通
じ
て
、
海
外
と
の
連
絡
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
林
立
す
る
岩
峰
に
鍾
乳
洞
が
発
達
し
、
空
爆
の
際
、
多
く
の
人
が
避
難
可
能
で
あ
っ
た
と
と
や
、
印
刷
業
の
発
達
(
後
述
)
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
の
ニ
つ
に
比
べ
る
と
副
次
的
で
あ
る
。
特
に
A
は
、
共
産
党
が
ど
れ
だ
け
影
響
力
を
持
っ
か
と
い
う
ζ
と
と
も
深
く
関
係
す
る
重
要
な
点
な
の
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
一
九
二
七
年
四
月
十
二
日
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
を
指
揮
し
て
共
産
党
員
を
大
量
に
殺
害
し
た
軍
隊
が
、
白
崇
轄
の
率
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
通
り
、
広
西
派
は
も
と
も
と
反
共
姿
勢
が
緩
や
か
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
容
共
路
線
に
転
ず
居
る
に
当
た
っ
て
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
蒋
介
F
石
が
広
西
派
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
と
周
恩
来
の
工
作
で
あ
る
。
蹴
蒋
介
石
が
広
西
派
を
嫌
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
裏
返
せ
ば
、
自
林
分
の
権
力
を
脅
か
す
だ
け
の
力
量
を
彼
ら
に
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
桂
ろ
う
が
、
蒋
介
石
が
広
西
派
へ
の
圧
力
を
強
め
る
に
従
っ
て
、
彼
ら
慶
は
そ
れ
に
対
抗
し
て
生
き
残
る
た
め
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
岨
て
き
た
。
彼
ら
は
、
蒋
が
抗
日
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
と
、
世
論
が
併
抗
日
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
目
を
付
け
、
一
九
三
六
年
六
月
一
日
、
広
四
東
軍
閥
の
陳
済
栄
と
手
を
結
ん
で
、
出
兵
北
上
抗
日
の
宣
言
を
出
し
て
た
(
六
・
一
運
動
H
両
広
事
変
)
。
乙
れ
は
実
質
的
に
は
反
蒋
運
動
だ
っ
9
た
が
、
部
下
が
買
収
さ
れ
た
り
、
李
や
白
が
妥
協
し
た
り
し
て
茶
番
6
劇
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
抗
日
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
評
判
が
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
歩
的
文
化
人
が
集
ま
る
と
い
う
、
思
わ
ぬ
効
果
が
あ
っ
た
。
更
に
、
そ
う
し
て
集
ま
っ
た
進
歩
的
文
化
人
を
一
定
程
度
自
由
に
活
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
広
西
派
に
「
政
治
的
関
明
」
の
勲
章
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
抗
日
群
衆
を
味
方
に
付
け
、
そ
の
地
盤
と
統
治
と
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
《初〕
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
後
十
二
月
に
は
、
桂
林
が
南
寧
に
代
わ
っ
て
省
都
と
な
っ
た
。
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
の
際
、
白
崇
繕
は
大
量
の
共
産
党
員
を
殺
す
一
方
で
、
周
恩
来
を
わ
ざ
と
見
逃
し
、
逃
亡
を
助
け
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
白
の
弟
が
か
つ
て
広
州
の
賞
塙
軍
官
学
校
で
周
恩
来
の
教
え
子
で
あ
り
、
し
か
も
何
か
の
際
に
そ
の
命
を
周
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
周
は
、
彼
ら
が
六
・
一
運
動
を
起
こ
し
た
直
後
、
張
雲
逸
を
始
め
何
人
か
の
人
物
を
次
々
と
桂
林
に
派
遣
し
て
、
共
産
党
の
抗
日
思
想
に
理
解
を
求
め
る
と
共
に
、
協
力
関
係
の
確
立
を
働
き
か
け
た
。
広
西
派
は
次
第
に
理
解
を
一
部
し
、
共
産
党
と
の
問
で
抗
日
協
定
を
結
ぶ
と
共
に
、
西
安
事
件
の
際
に
、
張
学
良
、
楊
虎
城
の
討
伐
を
考
え
る
南
京
政
府
に
対
し
て
、
共
産
党
の
考
え
に
沿
っ
た
解
決
を
訴
え
た
と
An〕
い
h
つ。一
九
三
八
年
三
月
徐
州
会
戦
の
時
、
国
民
党
軍
は
李
宗
仁
が
司
令
長
官
で
あ
っ
た
が
、
自
が
作
戦
協
力
に
赴
く
に
当
た
り
、
周
恩
来
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
周
は
陣
地
戦
と
運
動
戦
を
う
ま
く
組
み
合
わ
}
せ
る
こ
と
を
説
き
、
李
は
そ
の
助
言
に
よ
っ
て
大
勝
利
を
収
め
る
こ
引
H
{
幻
}
j
と
が
で
き
た
。
こ
の
後
、
白
は
毛
沢
東
の
『
持
久
戦
論
』
か
ら
も
影
【
剖
)
響
を
受
げ
、
そ
の
軍
事
思
想
に
反
映
さ
せ
た
。
更
に
一
九
三
八
年
十
月
二
十
五
日
武
漢
が
陥
落
す
る
際
、
白
の
車
が
不
調
だ
っ
た
た
め
に
周
が
白
を
自
分
の
車
に
乗
せ
る
と
い
う
偶
然
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
車
中
で
、
周
は
白
本
人
か
ら
、
桂
林
に
共
産
党
(
八
路
軍
)
の
緋
事
処
を
置
く
こ
と
の
同
意
を
得
た
と
い
う
。
自
は
こ
の
後
、
楼
林
行
営
の
主
任
と
な
り
緋
事
処
を
暗
に
保
護
す
る
こ
と
に
{お】
な
る
。こ
れ
ら
の
よ
う
な
周
と
広
西
派
と
の
関
係
の
上
に
、
共
産
党
は
一
九
三
八
年
十
一
月
に
八
路
軍
桂
林
郷
事
処
を
開
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
処
長
と
し
て
李
克
農
が
着
任
、
南
方
局
長
で
あ
っ
た
周
恩
来
自
身
も
三
度
来
桂
し
て
、
桂
林
に
お
け
る
抗
日
活
動
、
文
化
活
動
を
支
え
た
。
* 
さ
て
、
音
楽
で
あ
る
。
桂
林
に
文
化
人
が
集
ま
り
始
め
、
国
統
区
の
抗
日
活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
前
述
の
通
り
、
一
九
三
六
年
か
ら
で
あ
る
が
、
実
際
に
そ
れ
が
急
増
す
る
の
は
一
九
三
八
年
十
月
に
武
漢
が
陥
落
し
て
か
ら
で
あ
る
。
武
漢
に
は
国
共
合
作
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
国
民
党
軍
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
(
第
三
庁
)
」
な
る
宣
伝
工
作
機
関
が
あ
っ
て
、
共
産
党
系
の
郭
沫
若
が
庁
長
を
努
め
、
多
く
の
進
歩
的
文
化
人
を
集
め
て
い
た
。
音
楽
は
そ
の
第
六
処
(
芸
術
宣
伝
)
第
一
科
(
演
劇
音
楽
)
に
属
し
、
科
長
は
洪
深
、
音
楽
家
と
し
て
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
洗
星
海
と
張
曙
で
あ
っ
泊
。
張
曙
は
、
音
専
で
洗
星
海
と
同
級
で
、
音
楽
的
才
能
も
優
れ
、
早
く
も
一
九
三
三
年
に
は
共
産
党
に
入
党
す
る
な
ど
、
左
翼
音
楽
活
動
分
子
の
エ
l
ス
と
(
幻
)
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
一
九
三
八
年
十
月
三
日
に
洗
が
延
安
に
向
け
て
去
り
、
間
も
な
く
{
羽
}
武
漢
が
陥
落
し
そ
う
に
な
る
と
、
第
三
庁
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
は
長
沙
へ
、
そ
し
て
、
十
一
月
十
二
日
長
沙
に
大
火
事
が
起
こ
る
と
、
更
に
奥
地
の
桂
林
に
移
動
し
た
。
こ
の
後
、
主
に
首
都
で
あ
る
重
慶
に
移
動
す
る
の
だ
が
、
桂
林
に
は
行
営
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
政
治
部
の
要
請
に
よ
り
一
部
の
メ
ン
バ
ー
が
桂
林
に
残
っ
て
活
動
を
す
る
こ
《
仰
)
と
に
な
っ
た
。
当
時
行
営
は
西
安
に
も
あ
り
、
そ
の
政
治
部
も
宣
伝
工
作
の
人
材
の
派
遣
を
要
請
し
た
の
で
、
音
楽
に
つ
い
て
は
張
曙
が
桂
林
に
残
り
、
林
路
が
西
安
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
張
曙
は
到
着
後
間
も
な
い
十
二
月
二
十
四
日
、
日
本
軍
に
よ
る
空
爆
で
娘
と
共
に
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
う
。
と
の
結
果
、
当
初
は
西
安
に
行
く
予
定
だ
っ
た
林
路
が
、
急
速
、
桂
林
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
、
行
営
政
治
部
第
三
科
(
科
長
・
張
志
譲
)
の
所
属
と
な
っ
て
、
桂
林
に
お
け
る
抗
日
音
楽
運
動
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
乙
と
に
な
る
。
活
動
の
中
心
は
、
出
版
と
歌
詠
指
導
で
あ
っ
た
。
ま
ず
出
版
で
あ
る
。
本
章
冒
頭
で
も
触
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
桂
林
は
政
治
的
条
件
に
加
え
て
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
地
元
特
産
の
紙
が
入
手
し
や
す
く
、
戦
時
中
で
も
品
切
れ
に
な
る
乙
と
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
印
刷
業
が
発
達
し
、
そ
の
文
化
的
繁
栄
を
支
え
る
(剖】
強
力
な
物
質
的
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
前
章
で
見
た
と
お
り
、
林
路
は
『
新
音
楽I
』
に
最
も
早
く
か
ら
関
わ
り
、
当
初
か
ら
編
集
・
印
刷
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
雑
誌
は
創
刊
時
か
ら
、
そ
し
て
一
九
四
一
年
十
月
に
林
路
が
離
桂
し
、
専
ら
重
慶
で
編
集
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
桂
林
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
林
路
が
中
心
と
な
っ
て
刊
行
し
た
物
と
し
て
は
、
他
に
月
刊
歌
集
「
毎
月
新
歌
避
』
(
一
九
三
九
年
十
月
創
刊
)
と
週
刊
『
音
楽
陣
戦
』
(
同
十
二
月
創
刊
)
が
あ
る
。
前
者
は
自
費
で
、
後
者
は
も
と
も
と
上
海
居
で
刊
行
さ
れ
て
い
な
が
ら
当
時
桂
林
に
移
っ
て
い
た
『
救
亡
日
報
』
の
P
付
録
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
九
四
O
年
七
月
か
ら
独
断
立
)
O
林
路
以
外
に
よ
る
物
と
し
て
は
、
広
西
芸
館
師
事
訓
練
班
編
(
音
ト
楽
部
分
は
陸
華
柏
編
集
)
の
月
刊
誌
『
音
楽
与
美
術
』
(
一
九
四
O
年
桂
一
月
創
刊
)
な
ど
が
あ
っ
た
。
鹿
次
に
歌
詠
指
導
を
見
て
み
る
と
、
林
路
が
指
導
に
携
わ
っ
た
音
楽
唱
団
体
と
し
て
、
「
楽
群
歌
詠
団
」
「
星
期
歌
詠
晩
会
合
唱
隊
」
「
広
西
省
海
立
芸
術
館
音
楽
部
合
唱
団
」
「
広
西
地
方
建
設
幹
部
学
校
(
建
設
幹
校
)
f
L
A
幻】
四
歌
詠
隊
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
建
設
幹
校
て
で
あ
る
。
建
設
幹
校
は
広
西
地
区
の
基
層
幹
部
養
成
学
校
で
あ
り
、
校
長
が
7
広
西
派
の
黄
旭
初
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
重
慶
・
中
訓
団
の
桂
林
版
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
長
と
し
て
実
質
的
な
権
限
を
持
ち
、
学
校
を
運
営
し
て
い
た
著
名
な
教
育
者
・
楊
東
純
は
地
下
党
員
で
あ
り
、
設
立
に
は
共
産
党
の
援
助
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
点
で
決
定
的
に
異
な
る
。
む
し
ろ
、
中
訓
固
と
建
設
幹
校
の
こ
の
違
い
に
こ
そ
、
重
慶
と
桂
林
の
違
い
は
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。林
路
が
関
わ
っ
た
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
「
広
西
音
楽
会
」
「
国
防
芸
術
社
音
楽
部
」
「
抗
戦
歌
詠
団
」
「
桂
林
芸
術
師
資
訓
練
班
」
「
桂
林
音
楽
協
会
」
と
い
っ
た
団
体
が
存
在
し
、
満
謙
子
や
陸
撃
柏
、
呉
伯
超
A
お
V
の
指
導
で
活
動
し
て
い
た
。
桂
林
の
百
科
全
書
と
も
言
う
べ
き
『
桂
林
文
化
大
事
記
」
は
、
接
林
に
あ
っ
た
音
楽
団
体
と
し
て
、
全
抗
戦
期
間
中
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
、
六
十
五
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
「
文
化
城
」
と
呼
ば
れ
た
桂
林
の
繁
栄
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。次
に
、
洗
が
桂
林
の
特
長
と
す
る
児
童
歌
詠
運
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
目
を
引
く
の
は
、
教
育
者
・
陶
行
知
が
関
わ
っ
た
二
つ
の
団
体
で
あ
る
。
一
つ
は
、
岩
洞
児
童
歌
詠
閏
で
一
九
三
八
年
十
一
月
に
成
立
し
た
。
こ
の
時
期
、
空
襲
の
た
め
に
、
人
々
が
毎
日
五
時
間
前
後
も
岩
洞
の
中
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
付
け
た
陶
行
知
が
、
そ
の
時
間
を
利
用
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
子
供
を
組
織
し
て
練
習
A
M凋
)
し
、
抗
戦
歌
曲
を
歌
い
、
宣
伝
工
作
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
2
も
う
一
つ
は
新
安
旅
行
団
(
新
旅
)
で
、
陶
行
知
が
江
蘇
省
准
安
7
県
に
作
っ
た
新
安
小
学
の
十
二
名
の
貧
し
い
生
徒
に
よ
っ
て
一
九
三
五
年
十
月
に
成
立
し
た
、
共
産
党
指
導
の
少
年
児
童
文
芸
団
体
で
あ
る
。
在
達
之
の
引
率
で
全
国
を
回
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
九
三
八
年
に
は
五
十
名
に
増
え
、
周
恩
来
の
尽
力
に
よ
っ
て
武
漢
で
第
三
庁
の
特
約
団
体
と
な
り
、
活
動
資
金
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
武
漢
陥
落
に
よ
っ
て
桂
林
に
移
動
し
、
一
九
四
一
年
の
春
ま
で
桂
林
で
活
動
し
、
メ
ン
バ
ー
も
百
人
余
り
に
ま
で
増
え
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
反
共
高
潮
が
起
こ
っ
た
た
め
桂
林
を
離
れ
、
蘇
北
解
放
区
へ
と
逃
{
幻
)
れ
た
。新
旅
は
「
生
活
即
教
育
、
社
会
即
学
校
」
と
い
う
陶
行
知
の
教
育
思
想
の
実
験
的
実
践
団
体
で
あ
る
が
、
子
供
な
ら
で
は
の
影
響
力
が
あ
り
、
ま
た
、
子
供
で
あ
る
た
め
に
国
民
党
も
手
荒
な
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
共
産
党
系
の
指
導
者
が
利
用
し
て
い
た
と
い
(お
V
う
節
も
あ
る
。
洗
星
海
が
最
初
に
桂
林
に
触
れ
た
一
九
三
九
年
七
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
、
広
州
児
童
劇
団
が
滞
在
し
て
い
た
(
翌
年
三
月
ま
で
)
し
、
Am) 
そ
の
直
後
九
月
に
は
、
慶
門
児
童
救
亡
劇
団
も
や
っ
て
き
た
(
一
九
四
一
年
二
月
頃
ま
で
)
。
し
か
し
、
児
童
文
芸
団
体
は
桂
林
以
外
の
場
所
に
も
た
く
さ
ん
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
重
慶
に
も
育
才
学
栂
(
芸
術
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
音
楽
会
を
開
い
た
り
、
群
衆
歌
詠
運
動
に
参
加
し
た
り
し
て
い
た
)
や
該
子
劇
固
な
ど
が
あ
っ
た
。
育
才
学
校
は
陶
行
知
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、
該
子
劇
団
は
武
漢
で
第
三
庁
の
特
約
団
体
だ
っ
た
と
い
う
点
で
、
ど
ち
ら
も
新
旅
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
。
解
放
区
に
存
在
し
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
劇
団
に
は
少
年
隊
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
児
童
団
体
の
中
で
最
も
古
く
、
飛
び
抜
け
て
有
名
な
団
体
で
あ
っ
た
新
旅
が
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
桂
林
の
児
童
歌
詠
運
動
を
、
独
自
の
特
徴
的
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
洗
の
認
識
は
、
あ
く
ま
で
も
、
新
旅
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
部
分
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
一
九
四
O
年
の
五
月
に
桂
林
が
一
時
の
繁
栄
を
過
ぎ
て
、
沈
滞
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
の
は
、
重
慶
と
同
じ
く
反
共
高
潮
に
よ
る
だ
ろ
う
が
、
広
西
派
が
処
世
術
と
し
て
と
は
い
え
、
容
共
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
関
係
で
、
他
の
所
に
比
べ
る
と
そ
の
波
及
も
緩
慢
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
胡
愈
之
ら
は
、
桂
林
で
反
共
の
波
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
O
年
の
五
月
で
あ
っ
た
と
す
る
。
洗
が
重
慶
に
比
べ
て
桂
林
の
変
化
を
穏
や
か
な
も
の
と
認
識
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
延
安B
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
九
三
六
年
十
二
月
以
降
共
産
党
の
本
部
が
あ
り
、
解
放
区
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。
歌
詠
運
動
が
共
産
党
の
思
想
に
基
づ
く
以
上
、
延
安
が
抗
日
歌
詠
運
動
の
中
心
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
そ
の
幹
部
養
成
所
と
し
て
、
延
安
の
音
楽
の
中
心
で
あ
り
、
自
ら
音
楽
系
の
主
任
教
授
を
務
め
る
魯
迅
芸
術
文
学
院
(
魯
芸
)
を
、
洗
が
中
国
全
体
に
お
げ
る
歌
詠
運
動
の
中
心
に
位
置
づ
げ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
魯
芸
設
立
の
発
端
は
、
一
九
三
八
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
延
安
で
行
わ
れ
た
、
上
海
事
変
六
周
年
を
記
念
し
た
話
劇
「
血
祭
上
海
」
の
公
演
で
あ
っ
た
。
二
十
日
間
に
渡
り
、
の
ベ
一
万
人
以
上
が
鑑
賞
し
た
と
い
う
こ
の
話
劇
に
つ
い
て
の
座
談
会
が
二
月
二
十
一
日
に
開
か
居
れ
、
そ
の
席
上
で
芸
術
幹
部
養
成
学
校
の
必
要
性
が
話
題
と
な
っ
た
。
じ
二
月
の
う
ち
に
校
名
も
決
ま
り
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
林
伯
渠
、
徐
磁
特
立
、
呉
玉
章
、
成
佑
吾
、
文
思
奇
、
周
揚
と
い
う
そ
う
そ
う
た
る
仲
七
人
の
名
前
を
連
ね
て
設
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
当
時
の
延
安
は
、
設
桂
備
・
物
資
が
極
端
に
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
時
間
を
か
け
た
か
ら
鹿
と
い
っ
て
立
派
な
校
舎
・
施
設
が
準
備
で
き
る
わ
け
で
も
な
く
、
従
つ
岨
て
、
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
非
常
に
併
身
軽
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
折
し
も
、
延
安
に
は
上
海
救
亡
演
劇
五
隊
四
他
の
演
劇
団
体
が
続
々
と
来
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
指
導
者
達
が
新
し
ぺ
い
芸
術
幹
部
養
成
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
期
待
で
き
た
こ
と
も
、
3
話
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
上
で
重
要
な
要
素
だ
っ
た
。
院
歌
に
「
我
7
m是
芸
術
工
作
者
、
我
例
是
抗
目
的
戦
士
、
用
芸
術
倣
我
例
的
武
器
」
と
歌
わ
れ
る
と
お
り
、
今
日
の
芸
術
大
学
と
は
目
指
す
も
の
が
全
く
違
う
。
彼
ら
が
求
め
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
手
段
と
し
て
の
芸
術
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
八
月
に
文
学
系
を
加
え
、
一
九
四
O
年
六
月
に
「
魯
迅
芸
術
文
学
院
」
と
改
名
さ
れ
る
こ
の
学
校
も
、
洗
の
言
葉
に
あ
る
と
お
り
、
設
立
当
初
は
戯
劇
、
音
楽
、
美
術
の
三
系
か
ら
な
る
「
魯
迅
芸
術
学
院
」
で
あ
っ
た
。
院
長
は
不
在
の
ま
ま
、
沙
克
夫
が
副
院
長
と
教
務
処
長
を
兼
任
す
る
形
で
組
織
の
中
心
に
立
ち
、
音
楽
系
は
主
任
が
巴
殿
、
教
員
が
向
隅
、
唐
栄
枚
で
、
す
べ
て
上
海
の
音
専
に
学
ん
だ
人
達
で
あ
っ
た
。
「
教
育
計
画
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
期
生
、
二
期
生
は
三
ヶ
月
を
一
つ
の
単
位
と
し
、
学
習
↓
実
習
↓
学
習
と
九
ヶ
月
を
学
習
期
間
と
し
て
い
た
が
、
翌
年
一
月
入
学
の
第
三
期
生
か
ら
は
四
ヶ
月
が
一
つ
の
単
位
と
な
り
、
初
級
を
終
え
れ
ば
高
級
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
(
最
長
八
ヶ
(
日
刊
〕
月
)
。
前
線
で
の
工
作
実
習
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
芸
術
を
学
ぶ
に
は
余
り
に
も
短
い
こ
の
学
習
期
間
は
、
人
材
育
成
に
時
間
と
手
聞
を
か
け
る
余
裕
の
な
い
戦
時
下
の
事
情
と
、
彼
ら
が
芸
術
に
何
を
求
め
た
か
と
い
う
乙
と
を
反
映
し
て
い
る
。
確
か
に
条
件
は
厳
し
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
魯
芸
の
み
な
ら
ず
、
解
放
区
・
抗
日
根
拠
地
の
学
校
の
多
く
は
背
空
学
級
か
、
そ
れ
に
近
い
状
態
で
、
魯
芸
の
場
合
、
解
放
区
の
中
心
た
る
総
合
芸
術
大
学
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
音
楽
系
に
初
め
て
ピ
ア
ノ
が
入
っ
た
の
は
一
九
四
一
年
七
月
四
日
の
こ
と
。
そ
れ
以
前
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
若
干
の
4
中
国
伝
統
楽
器
し
か
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
一
九
三
九
年
二
月
7
に
は
国
民
党
の
封
鎖
が
厳
し
く
、
食
べ
る
も
の
に
も
事
欠
く
状
況
が
発
生
し
た
た
め
、
「
生
産
大
運
動
」
が
提
起
さ
れ
、
魯
芸
の
学
生
・
教
員
も
、
本
来
楽
器
を
持
つ
手
に
鍬
を
持
っ
て
、
開
墾
や
農
作
業
に
汗
を
流
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
延
安
で
初
め
て
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
経
験
を
持
つ
音
楽
家
で
あ
る
洗
が
一
九
三
八
年
十
一
月
四
日
に
着
任
す
る
と
、
た
ま
た
ま
第
一
期
生
の
一
部
が
実
習
か
ら
戻
っ
た
の
と
第
二
期
生
が
前
半
の
学
期
を
終
え
た
時
期
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
魯
芸
は
「
高
級
班
」
を
開
設
、
翌
年
一
月
に
は
第
三
期
生
を
迎
え
る
。
=
一
月
に
洗
は
「
生
産
大
合
唱
」
「
黄
河
大
合
唱
」
と
い
っ
た
大
作
を
書
き
上
げ
、
特
に
後
者
が
五
月
十
日
の
魯
芸
創
立
一
周
年
祝
賀
会
で
正
式
に
初
演
さ
れ
て
圧
倒
的
な
成
功
を
収
め
る
と
、
五
月
十
七
日
に
は
正
式
に
音
楽
《
ω刊
)
系
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
洗
の
音
楽
活
動
が
最
も
充
実
し
て
い
た
時
期
と
言
え
る
。
洗
が
魯
芸
を
宜
同
く
評
価
す
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
魯
芸
の
教
育
内
容
が
優
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
こ
の
よ
う
な
充
実
も
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
九
年
二
月
、
洗
が
歌
詠
幹
部
を
養
成
す
る
場
と
し
て
評
価
し
て
い
る
魯
芸
の
歌
詠
団
が
設
立
さ
れ
た
。
音
楽
系
の
学
生
が
抗
日
軍
政
大
学
の
合
唱
隊
に
刺
激
を
受
け
て
作
っ
た
も
の
ら
し
い
が
、
お
〔
mv
そ
ら
く
魯
芸
の
正
式
な
組
織
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
延
安
の
他
の
学
校
や
文
芸
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
魯
芸
の
学
生
と
一
緒
に
合
唱
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
合
唱
団
は
流
動
的
で
実
態
を
把
握
す
る
の
が
難
し
い
。
魯
芸
音
楽
系
の
教
員
と
し
て
は
、
一
期
以
来
の
呂
襲
、
向
隅
、
唐
栄
枚
と
洗
に
、
杜
矢
甲
、
李
燥
之
が
加
わ
っ
て
い
た
。
や
は
り
全
員
が
、
音
専
で
学
ん
だ
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
指
導
員
、
助
教
、
助
理
員
と
い
う
ポ
ス
ト
も
置
か
れ
、
計
六
名
が
そ
れ
ら
の
地
位
に
就
い
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
書
き
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
う
。
一
九
三
八
年
七
月
に
呂
麟
ら
に
よ
っ
て
魯
芸
内
に
作
ら
れ
た
民
歌
研
究
会
が
、
一
九
三
九
年
三
月
に
は
中
国
民
間
音
楽
研
究
会
と
な
り
、
積
極
的
な
民
歌
収
集
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
音
楽
の
大
衆
化
を
目
指
す
彼
ら
の
姿
勢
と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
。
厳
し
い
条
件
の
中
で
、
よ
り
高
度
な
活
動
へ
の
努
力
は
行
わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
見
て
も
い
た
の
で
あ
司
令
。
*
 
《
m
M】
次
に
、
民
族
革
命
芸
術
学
院
で
あ
る
。
ヲ
」
れ
は
延
安
に
あ
っ
た
学
校
で
は
な
い
。
一
九
三
九
年
二
月
初
め
、
共
産
党
北
方
局
と
区
党
委
の
発
起
に
よ
り
、
太
行
山
劇
団
を
基
礎
と
し
て
晋
東
南
地
区
長
治
市
の
師
範
学
校
内
に
作
ら
れ
た
(
四
1
五
月
、
戦
況
に
よ
り
南
萱
村
に
移
転
)
。
名
誉
校
長
は
地
元
軍
閥
の
閤
錫
山
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
学
校
は
地
元
箪
閥
と
共
産
党
と
の
協
力
関
係
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
も
洗
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
九
三
九
年
九
月
に
音
楽
系
主
任
と
し
て
援
維
が
、
教
員
と
し
て
洗
の
愛
弟
子
で
あ
る
馬
可
が
就
任
し
、
十
月
に
音
楽
系
の
授
業
は
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
反
共
高
潮
の
進
展
に
従
っ
て
閤
錫
山
も
反
共
に
転
じ
、
共
産
党
弾
圧
事
件
(
普
西
事
変
日
十
二
月
事
変
)
を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
一
九
四
O
年
二
月
に
は
早
く
も
授
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
程
維
も
馬
可
も
延
安
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
乙
の
短
命
な
学
校
が
存
在
し
た
微
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
洗
が
言
及
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
評
価
す
べ
き
状
況
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ゴ
!
り
キ
1
洗
が
華
北
遊
撃
区
に
あ
る
と
一
吉
っ
て
い
る
「
高
爾
基
芸
術
学
院
」
は
未
詳
で
あ
る
。
同
様
の
名
前
の
学
校
と
し
て
は
、
一
九
三
四
年
三
月
居
か
四
月
に
、
中
共
中
央
宣
伝
部
の
指
導
の
も
と
、
時
の
人
民
教
育
委
ド
員
で
あ
っ
た
程
秋
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
区
に
作
磁
り
、
李
伯
剣
が
校
長
を
務
め
て
い
た
「
高
爾
基
戯
劇
学
栂
」
が
あ
る
。
林
民
族
革
命
芸
術
学
院
の
閉
校
と
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
当
た
る
一
九
四
桂
O
年
一
月
二
十
五
日
、
魯
芸
は
同
じ
晋
東
南
に
分
院
(
通
称
「
前
方
《
臼
)
慶
魯
芸
」
、
音
楽
系
主
任
は
常
蘇
民
)
を
作
っ
た
。
こ
の
学
校
の
校
長
が
伺
「
高
爾
基
戯
劇
学
校
」
と
同
じ
李
伯
剣
で
あ
っ
た
。
「
芸
術
学
院
」
と
併
い
う
名
称
も
、
魯
芸
と
重
な
り
合
う
。
だ
か
ら
、
洗
は
こ
の
前
方
魯
四
芸
を
「
高
爾
基
芸
術
学
院
」
と
誤
認
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
て
反
共
高
潮
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
共
産
党
は
、
前
方
魯
芸
を
太
行
山
脈
中
の
武
郷
県
と
い
う
、
当
時
八
路
軍
の
総
司
令
部
や
共
産
党
北
方
局
が
あ
っ
た
場
所
の
近
く
に
置
く
こ
と
で
存
続
を
期
し
、
需
要
に
75 
応
え
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
し
ろ
太
行
山
脈
は
日
中
戦
争
の
正
に
最
前
線
で
あ
る
。
前
方
魯
芸
は
戦
況
に
よ
っ
て
軍
と
共
に
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
定
か
で
な
い
が
、
常
蘇
民
が
一
九
四
二
年
八
月
に
学
生
を
連
れ
て
延
安
に
移
動
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
常
以
降
、
こ
の
分
院
に
誰
か
が
赴
任
し
た
話
は
見
出
せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
時
期
に
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
(出
v
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
「
華
北
連
合
大
学
(
華
北
連
大
)
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
大
学
は
、
延
安
に
あ
っ
た
魯
芸
、
快
北
公
学
、
工
入
学
校
等
の
八
1
九
十
人
が
、
一
九
三
九
年
六
月
に
国
民
党
の
封
鎖
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
晋
察
翼
辺
区
へ
い
わ
ば
疎
開
し
、
十
一
月
七
日
、
阜
平
付
近
に
文
芸
を
含
む
四
学
部
(
学
院
)
か
ら
な
る
大
学
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
芸
学
院
で
は
芸
術
幹
部
養
成
も
行
っ
て
い
た
。
校
長
は
成
佑
吾
、
音
楽
系
主
任
は
洗
の
前
の
魯
芸
音
楽
系
主
任
・
呂
牒
で
あ
っ
た
。
戦
況
に
よ
っ
て
転
々
と
し
な
が
ら
、
一
九
四
二
年
十
二
月
に
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
も
し
も
洗
の
言
う
「
高
爾
基
芸
術
学
院
」
が
前
方
魯
芸
か
華
北
連
大
の
ど
ち
ら
か
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
度
は
、
洗
が
な
ぜ
片
方
の
学
校
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
、
な
ぜ
片
方
の
学
校
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
{
筒
}
他
に
、
洗
は
い
く
つ
か
の
劇
団
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
当
時
、
全
国
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
劇
団
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
歌
劇
を
上
6
演
す
る
た
め
の
小
さ
な
楽
隊
や
合
唱
団
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
7
戦
時
下
の
余
裕
の
な
い
状
況
の
中
で
、
学
校
で
は
な
く
現
場
で
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
洗
の
触
れ
る
劇
団
も
、
時
に
は
そ
う
し
て
人
材
を
育
て
、
時
に
は
人
材
を
一
時
的
に
学
校
に
送
り
込
ん
で
育
て
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
解
放
区
内
の
延
安
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
洗
の
認
識
に
大
き
な
錯
誤
と
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
私
達
は
、
当
時
延
安
に
暮
ら
す
人
々
が
、
同
じ
解
放
区
内
の
こ
と
を
ど
の
程
度
知
り
得
た
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
結
語
以
上
、
抗
日
歌
詠
運
動
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
三
つ
の
都
市
の
音
楽
事
情
を
見
て
き
た
。
紙
幅
の
関
係
で
概
観
の
域
を
出
ず
、
し
か
も
一
時
期
の
組
織
・
制
度
に
偏
っ
て
、
実
際
の
演
奏
や
創
作
の
場
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
民
衆
の
姿
や
美
学
的
な
問
題
が
見
え
て
来
に
く
い
の
は
残
念
だ
が
、
次
稿
と
す
る
。
今
回
は
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
歌
詠
運
動
や
、
重
慶
、
桂
林
、
そ
し
て
延
安
以
外
の
解
放
区
に
光
を
当
て
た
こ
と
で
多
少
の
意
味
を
持
つ
と
は
思
う
。
置
線
的
で
単
純
な
日
本
の
戦
前
史
で
は
、
音
楽
は
す
べ
て
翼
賛
体
制
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
ゆ
き
、
各
音
楽
家
の
思
想
に
関
係
な
く
、
軍
国
主
義
日
本
を
支
え
る
た
め
に
動
員
さ
れ
て
い
く
。
一
方
、
中
国
で
は
、
音
楽
を
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
切
り
離
し
て
お
き
た
け
れ
ば
、
抗
日
音
楽
運
動
に
否
定
的
で
、
音
楽
が
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
国
統
区
で
、
そ
の
自
由
が
あ
る
程
虞
侍
ら
れ
た
。
外
国
区
に
も
、
ま
た
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
存
在
し
た
。
そ
れ
だ
げ
に
、
あ
え
て
解
放
区
に
い
た
り
、
国
統
区
で
抗
日
歌
詠
運
動
に
従
事
し
た
音
楽
家
に
は
、
や
む
を
得
ず
国
家
に
従
属
し
、
戦
争
に
奉
仕
し
て
い
た
人
に
は
な
い
非
常
に
高
い
意
識
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
見
て
き
た
、
戦
況
と
蒋
介
石
の
反
共
意
識
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
様
々
な
場
所
で
、
そ
の
厳
し
い
条
件
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
活
動
を
模
索
し
、
人
材
を
育
て
て
い
た
人
々
の
姿
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
註
(1)
秋
吉
久
紀
夫
『
華
北
根
拠
地
の
文
学
運
動
」
(
評
論
社
一
九
七
六
年
)
。
「
古
田
会
議
」
の
正
式
名
称
は
「
紅
軍
第
四
軍
第
九
回
党
員
代
表
大
会
」
で
一
九
二
九
年
十
一
i
十
二
月
に
福
建
省
古
田
で
開
か
れ
、
そ
の
決
議
は
毛
沢
東
が
起
草
し
た
(
竹
島
金
吾
訳
が
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会
編
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
四
巻
勤
草
書
一
一
房
一
九
七
二
年
に
あ
る
)
。
(2)
高
励
「
紅
一
軍
団
宣
伝
隊
戦
士
劇
社
」
(
「
中
国
人
民
解
放
軍
文
芸
史
料
選
編
』
紅
軍
時
期
上
冊
解
放
軍
出
版
社
一
九
八
六
年
。
以
下
、
「
寧
史
料
』
と
略
称
す
る
。
)
(3)
全
て
『
洗
星
海
全
集
』
第
一
巻
(
広
東
高
等
教
育
出
版
社
一
九
八
九
年
)
所
収
。
洗
の
全
集
は
全
十
巻
で
一
九
九
一
年
に
完
結
し
た
が
、
多
く
は
楽
譜
で
あ
り
、
文
集
は
こ
の
第
一
巻
だ
け
で
あ
る
。
(
4
)
中
国
音
楽
研
究
会
編
『
新
中
国
の
音
楽
』
(
飯
塚
書
底
一
九
五
六
年
)
、
村
松
一
弥
「
中
国
の
音
楽
』
(
勤
草
書
一
一
周
一
九
六
五
年
)
、
秋
吉
註
1
前
掲
書
、
榎
本
泰
子
『
楽
人
の
都
・
上
海
』
(
研
文
出
版
一
九
九
八
年
)
、
石
田
一
志
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
変
奏
曲
」
(
朔
北
社
二
0
0
五
年
)
な
ど
が
、
他
の
種
類
の
文
化
や
他
の
地
区
の
音
楽
を
主
要
な
テ
l
マ
と
し
つ
つ
、
解
放
区
の
音
楽
或
い
は
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
都
市
の
左
翼
音
楽
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
洗
星
海
と
左
翼
音
楽
の
始
祖
と
も
言
う
べ
き
話
耳
に
つ
い
て
は
、
野
藤
孝
治
『
蔽
耳
』
引
(
南
耳
刊
行
会
一
九
九
九
年
)
他
、
岩
崎
富
久
男
、
岡
崎
雄
児
氏
に
耳
い
よ
る
い
く
つ
か
の
論
考
が
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
文
革
終
了
後
、
F
続
々
と
関
連
書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
列
挙
す
る
こ
と
は
不
可
能
延
で
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
評
価
の
枠
か
ら
抜
げ
出
せ
て
い
な
仲
い
も
の
も
多
い
。
最
も
重
要
な
成
果
と
し
て
は
、
相
次
ぐ
近
代
音
楽
史
桂
(
在
雛
和
、
夏
潤
洲
、
陳
志
昂
、
余
甲
方
)
の
刊
行
と
音
楽
家
の
伝
の
庇
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
(5)
今
回
取
り
上
げ
る
三
都
市
の
中
で
、
重
慶
の
文
化
に
関
す
る
研
究
何
は
最
も
遅
れ
て
い
る
。
日
本
は
お
ろ
か
、
中
国
に
お
い
て
も
関
連
文
献
の
を
探
す
の
は
難
し
い
。
僅
か
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
蘇
光
文
主
編
加
『
抗
戦
時
期
重
慶
的
文
化
』
(
重
慶
出
版
社
一
九
九
五
年
)
も
、
音
楽
一
に
は
僅
か
に
二
十
頁
を
割
く
だ
け
で
あ
り
、
様
々
な
記
録
や
証
言
一
一
同
類
か
ら
、
要
素
を
拾
い
集
め
る
し
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
(6)
後
述
の
中
国
音
楽
節
の
話
も
含
め
て
、
隙
建
華
・
陳
潔
編
『
民
国
音
77 
楽
史
年
譜
』
(
上
海
音
楽
出
版
社
二
O
O五
年
。
以
下
、
『
年
譜
』
と
略
称
す
る
。
)
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
の
原
史
料
は
分
か
ら
な
い
。
(7)
「
我
走
了
之
後
、
他
例
又
把
幾
十
個
団
体
提
出
通
過
組
織
的
「
全
国
歌
詠
界
協
会
」
推
翻
、
男
立
他
例
的
「
全
国
音
楽
界
抗
敵
協
会
」
」
(
「
我
学
習
音
楽
的
経
過
」
)
。
「
全
国
歌
詠
界
協
会
」
と
い
う
名
称
は
こ
こ
以
外
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
「
中
華
全
国
歌
詠
協
会
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
註
3
前
掲
『
洗
星
海
全
集
』
第
一
巻
「
辺
区
的
音
楽
運
動
」
の
編
注
参
照
。
(8)
次
段
落
も
含
め
て
黄
自
に
つ
い
て
の
伝
記
的
記
述
は
、
向
延
生
編
『
中
国
近
現
代
音
楽
家
伝
』
第
一
巻
(
春
風
文
芸
出
版
社
一
九
九
四
年
。
以
下
、
『
音
楽
家
伝
』
と
略
称
す
る
。
)
に
よ
る
。
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
註
6
前
掲
『
年
譜
』
に
、
「
倭
奴
」
が
「
強
風
」
へ
と
変
更
を
迫
ら
れ
た
旨
、
具
体
的
記
述
が
あ
る
。
(9)
次
文
の
洗
の
言
葉
ま
で
、
燥
之
「
熱
情
・
飽
満
・
堅
定
l
回
憶
星
海
同
忘
」
(
原
抑
制
『
人
民
音
楽
家
洗
星
海
』
新
華
書
庄
一
九
四
八
年
、
黄
祥
鵬
・
斉
統
恰
編
「
洗
星
海
専
輯
』
二
中
央
音
楽
院
中
国
音
楽
研
究
所
内
部
出
版
物
一
九
六
二
年
所
収
)
に
よ
る
。
燥
之
は
お
そ
ら
く
洗
が
魯
芸
で
教
え
た
李
燥
之
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
焼
之
の
言
葉
の
多
く
は
洗
自
身
か
ら
伝
え
聞
い
た
内
容
で
あ
ろ
う
。
音
楽
節
に
つ
い
て
の
洗
の
言
動
は
、
李
一
非
「
回
憶
洗
星
海
老
師
」
(
斉
統
恰
・
李
雁
編
『
洗
星
海
専
輯
』
四
広
東
高
等
教
育
出
版
社
一
九
八
三
年
所
収
)
に
も
詳
し
く
語
ら
れ
る
が
、
洗
以
外
の
人
に
よ
る
発
一
盲
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
洗
が
ひ
と
き
わ
こ
だ
わ
り
主
導
し
た
問
題
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
刊
)
文
克
恩
編
『
延
安
文
芸
運
動
紀
盛
』
(
文
化
芸
術
出
版
社
九
!¥ 
78 
七
年
)
。
な
お
、
音
楽
節
に
つ
い
て
は
名
称
の
違
い
も
重
要
で
あ
る
。
郭
沫
若
『
洪
波
曲
』
(
『
人
民
文
学
』
一
九
五
八
年
八
期
。
岡
崎
俊
夫
の
訳
が
小
野
忍
ほ
か
編
「
中
国
現
代
文
学
選
集
』
十
五
平
凡
社
一
九
六
二
年
に
あ
る
。
邦
題
は
「
抗
日
戦
回
想
録
」
)
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
の
武
淡
で
「
人
民
」
は
禁
止
用
語
で
、
「
国
民
」
へ
の
書
き
換
え
を
指
示
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
実
際
に
は
武
漢
で
「
中
国
人
民
音
楽
節
」
が
公
に
決
議
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
秘
密
裏
に
決
議
さ
れ
た
か
、
表
向
き
の
名
称
が
別
に
存
在
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
土
田
哲
夫
「
抗
戦
期
の
国
民
党
中
央
党
部
」
(
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
民
国
後
期
中
国
国
民
党
政
権
の
研
究
』
中
央
大
学
出
版
部
二
O
O五
年
所
収
)
(
立
)
司
馬
文
森
「
在
桂
林
的
日
子
」
(
広
西
社
会
科
学
院
主
編
『
桂
林
文
化
城
紀
事
』
潤
江
出
版
社
一
九
八
四
年
所
収
。
以
下
、
「
桂
林
紀
事
』
と
略
称
す
る
。
)
司
馬
の
表
記
は
「
中
央
幹
訓
団
」
だ
が
、
閉
じ
も
の
だ
ろ
う
。
(
日
)
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
』
第
一
巻
賀
緑
汀
伝
(M)
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
』
第
二
巻
謝
紹
曽
伝
(
日
)
新
音
楽
社
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
基
本
的
に
陳
志
昂
『
抗
戦
音
楽
史
』
(
黄
河
出
版
社
二
O
O五
年
)
に
よ
り
、
発
刊
の
経
緯
と
周
の
指
示
に
関
す
る
部
分
は
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
」
第
二
巻
李
凌
伝
、
「
二
千
人
」
は
註
6
前
掲
『
年
譜
』
に
よ
る
。
(
団
)
石
島
紀
之
『
中
国
抗
日
戦
争
史
」
(
青
木
書
庖
一
九
八
四
年
)
に
よ
る
と
、
第
一
回
反
共
高
潮
と
は
、
特
に
共
産
党
弾
圧
事
件
の
相
次
い
だ
一
九
三
九
年
十
二
1
一
九
四
。
年
三
月
を
言
う
が
、
実
際
に
は
一
九
三
九
年
}
月
の
国
民
党
五
期
五
中
全
会
を
発
端
と
し
て
、
様
々
な
共
産
党
弾
圧
措
置
が
発
令
さ
れ
、
事
件
が
発
生
し
て
い
て
、
そ
の
四
ヶ
月
だ
け
を
特
別
視
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
恭
江
事
件
に
つ
い
て
は
腿
滅
涛
主
編
「
近
代
重
慶
城
市
史
』
(
四
川
大
学
出
版
社
一
九
九
一
年
)
(
げ
)
日
本
に
お
け
る
桂
林
に
関
す
る
論
考
と
し
て
私
が
見
出
せ
た
の
は
、
桂
林
の
特
殊
性
に
多
少
の
言
一
及
を
し
つ
つ
、
一
九
四
三
年
の
「
西
南
劇
展
」
を
詳
細
に
論
じ
た
阪
口
直
樹
「
「
国
統
区
」
文
化
活
動
に
お
け
る
「
西
南
劇
展
」
の
位
置
」
(
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
編
『
言
語
文
化
』
第
一
巻
第
}
号
一
九
九
八
年
)
だ
け
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
一
部
の
人
々
に
は
知
ら
れ
つ
つ
も
、
実
態
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
例
え
ば
最
近
の
近
代
音
楽
史
で
も
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
一
盲
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
当
時
文
化
人
の
移
動
が
非
常
に
激
し
く
、
資
料
の
保
存
が
困
難
だ
っ
た
上
、
日
中
戦
争
末
期
に
日
本
軍
の
侵
攻
で
四
散
し
た
文
化
人
が
、
解
放
後
は
桂
林
に
戻
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
桂
林
の
資
料
を
収
集
・
盤
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
い
る
ロ
一
九
六
0
年
代
初
め
か
ら
、
文
革
に
よ
る
中
断
を
挟
ん
で
続
々
と
史
料
や
証
言
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
の
桂
林
の
繁
栄
が
よ
う
や
く
世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
」
前
言
)
。
現
在
は
、
本
稿
に
引
く
も
の
の
他
に
も
多
く
の
桂
林
関
係
書
籍
・
論
文
が
出
版
・
発
表
さ
れ
て
お
り
、
プ
1
ム
と
さ
え
言
っ
て
よ
い
よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
(
日
)
桂
林
の
人
口
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
繁
栄
前
の
最
少
と
し
て
「
七
万
」
を
馬
玉
成
『
抗
戦
旋
旗
匪
桂
林
』
(
中
央
文
献
出
版
社
二
0
0
六
年
)
か
ら
、
日
本
軍
占
領
直
前
の
最
多
と
し
て
「
六
十
万
余
り
」
を
玉
文
彬
「
桂
林
大
公
報
記
事
」
(
詮
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
』
)
か
ら
取
っ
た
が
、
控
え
め
に
考
え
て
も
、
五
倍
以
上
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
(
印
)
六
・
一
運
動
の
話
か
ら
こ
こ
ま
で
、
隙
趨
冬
「
回
憶
桂
林
文
化
域
的
幾
個
片
断
」
(
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
』
)
に
よ
る
。
(
却
)
周
鋼
鳴
「
救
亡
日
報
在
桂
林
復
刊
前
後
」
(
同
前
)
(
幻
)
巴
片
岡
納
者
巴
E
ロ
(
H
S
S
N
E富
岡
芝
b
P
4
F
E
F
H
A。
司
吋
耳
目
W
(
田
中
恭
子
・
立
花
丈
平
訳
『
周
恩
来
』
時
事
通
信
社
一
九
八
七
年
)
。
囲
内
出
問
符
円
回
目
。
喝
(
]
戸
由
自
由
)
同
m
t
M
N命
、
。
器
、
n
b
S
G
の
吋
。
4
0
-
v
H
S
F
宮
内
需
吋
zr(松
岡
洋
子
訳
『
中
国
の
赤
い
星
』
筑
摩
書
房
一
九
七
五
年
)
は
弟
自
身
が
助
け
た
と
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
周
が
生
き
延
び
た
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ら
以
外
に
、
誰
か
の
転
向
保
証
、
自
力
で
逃
亡
む
と
い
う
こ
つ
の
説
を
載
せ
る
な
ど
、
事
実
を
確
定
で
き
な
い
。
耳
ぃ
(
幻
)
「
抗
日
協
定
」
以
外
に
つ
い
て
は
程
思
遠
「
桂
林
在
抗
戦
時
期
中
的
E
特
殊
位
置
」
(
註
ロ
前
掲
「
桂
林
紀
事
』
)
。
「
抗
日
協
定
」
を
始
め
、
共
廷
産
党
と
広
西
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
林
鳳
鳴
「
試
論
中
国
共
産
党
ト
在
桂
林
文
化
城
的
統
戦
工
作
」
(
『
広
西
師
範
大
学
学
報
(
哲
学
社
会
科
啓
学
版
』
)
第
三
十
五
巻
第
三
期
一
九
九
九
年
)
が
詳
し
い
が
、
「
抗
日
慶
協
定
」
に
つ
い
て
は
、
草
案
に
つ
い
て
合
意
が
出
来
た
と
の
み
触
れ
、
豆
八
路
軍
桂
林
緋
事
処
記
念
館
編
「
豊
碑
』
(
広
西
師
範
大
学
出
版
社
前
二
O
O八
年
)
で
は
「
抗
日
救
国
協
定
」
を
結
ん
だ
と
す
る
。
E
式
な
O
文
書
が
見
出
せ
な
い
こ
と
や
、
蒋
介
石
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
前
者
加
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
未
詳
。
一
(
幻
)
程
思
遠
前
掲
書
及
び
金
沖
及
主
編
狭
間
直
樹
監
訳
『
周
恩
来
伝
』
中
巻
第
二
二
章
(
阿
昨
社
一
九
九
二
年
)
。
な
お
、
李
が
大
勝
利
を
収
め
た
の
は
、
正
し
く
言
え
ば
徐
州
会
戦
で
は
な
く
、
二
度
の
徐
州
会
戦
79 
の
聞
に
行
わ
れ
た
台
児
荘
戦
役
の
時
で
あ
る
。
(M)
夏
日
伺
「
記
救
亡
日
報
在
桂
林
」
(
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
」
)
及
び
金
沖
及
主
編
註
お
前
掲
書
第
二
二
、
二
三
章
(
お
)
郭
沫
若
註
叩
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
周
の
車
で
は
な
く
、
郭
の
車
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
郭
は
船
で
移
動
中
で
あ
り
、
白
を
乗
せ
た
話
は
周
か
ら
聞
い
て
い
る
の
で
、
郭
の
車
で
周
が
助
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
未
詳
。
な
お
、
周
と
白
の
対
談
は
、
こ
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
十
一
月
初
め
に
衡
山
{
南
岳
)
に
行
く
途
中
、
滞
在
中
と
三
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
そ
れ
ら
の
様
子
が
白
の
機
密
秘
書
で
共
産
党
の
地
下
党
員
で
も
あ
っ
た
謝
和
廃
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
(
「
我
的
回
憶
」
初
出
未
詳
、
馬
玉
成
註
目
前
掲
書
所
引)。
(
お
)
郭
沫
若
註
叩
前
掲
書
(
幻
)
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
』
第
二
巻
張
昭
伝
(
川
崎
)
こ
の
段
落
の
以
下
の
部
分
は
林
路
「
楽
壇
回
首
桂
林
」
(
註
ロ
前
掲
『
佳
林
紀
事
』
)
に
よ
る
。
(
m
u
)
歌
詠
に
よ
る
宣
伝
工
作
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
は
ず
の
国
民
党
行
営
(
特
に
西
安
)
が
、
な
ぜ
左
翼
的
色
彩
の
強
い
第
三
庁
か
ら
の
人
材
派
遣
を
求
め
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
国
統
区
で
音
楽
が
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
(
初
)
超
「
桂
林
出
版
業
巡
礼
」
(
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
』
)
(
但
)
貌
華
齢
『
桂
林
文
化
城
史
話
』
(
広
西
人
民
出
版
社
一
九
八
七
年
)
(
詑
)
以
下
こ
の
段
落
に
あ
る
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
全
て
貌
華
齢
註
但
前
掲
書
、
広
西
社
会
科
学
院
・
広
西
師
範
大
学
主
編
「
桂
林
文
化
城
概
況
」
(
広
西
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
)
、
桂
林
市
文
化
研
究
中
心
・
桂
林
80 
図
書
館
編
『
桂
林
文
化
大
事
記
』
(
鴻
江
出
版
社
一
九
八
七
年
。
以
下
、
『
大
事
記
』
と
略
称
す
る
)
、
広
西
社
会
科
学
院
主
編
『
桟
林
抗
戦
文
芸
辞
典
」
(
広
西
人
民
出
版
社
一
九
八
九
年
)
に
見
え
る
。
な
お
、
『
毎
月
新
歌
選
』
に
つ
い
て
、
林
路
は
註
お
前
掲
書
の
中
で
、
政
治
部
の
刊
行
物
に
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
「
新
音
楽
出
版
社
」
の
判
を
押
し
て
出
し
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
新
音
楽
社
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
社
発
足
と
の
前
後
関
係
が
定
か
で
な
い
こ
と
や
名
称
の
違
い
も
あ
っ
て
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
(
お
)
林
路
、
貌
華
齢
前
掲
書
及
び
註
認
前
掲
「
大
事
記
』
参
照
。
(
制
)
周
鋼
鳴
「
桂
林
文
化
域
的
政
治
基
礎
及
其
盛
況
」
、
秦
柳
方
「
楊
東
純
在
広
西
地
方
建
設
幹
校
」
(
と
も
に
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
』
)
。
な
お
、
建
設
幹
校
は
一
九
四
一
年
の
第
二
次
反
共
高
潮
の
際
、
中
訓
団
の
広
西
分
団
へ
と
改
組
さ
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
校
の
性
質
が
全
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
(
註
ロ
司
馬
文
森
前
掲
書
)
。
(
お
)
註
也
前
掲
『
大
事
記
」
及
び
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
』
第
一
巻
(
満
謙
子
、
呉
伯
超
)
同
第
二
巻
(
陸
華
柏
)
。
こ
れ
ら
の
人
々
(
特
に
満
、
陸
)
は
林
路
来
桟
よ
り
も
相
当
前
か
ら
桂
林
で
活
動
し
て
お
り
、
ま
た
、
生
年
さ
え
明
ら
か
で
は
な
い
林
路
に
対
し
、
演
奏
家
・
作
曲
家
と
し
て
遥
か
に
有
名
で
、
伝
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
で
林
を
己
の
時
期
の
桂
林
を
支
え
た
中
心
的
音
楽
関
係
者
と
し
て
扱
う
(
貌
華
齢
の
評
価
も
同
様
)
の
は
、
第
一
に
林
が
行
営
政
治
部
の
音
楽
部
門
の
中
心
に
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
に
は
、
林
が
今
日
的
な
意
味
で
の
音
楽
家
で
は
な
く
、
抗
日
歌
曲
の
普
及
と
そ
れ
を
利
用
し
た
大
衆
の
組
織
化
に
専
念
し
て
い
た
、
典
型
的
な
左
翼
音
楽
運
動
家
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
お
)
註
位
前
掲
『
大
事
記
』
(
幻
)
交
林
「
新
安
旅
行
団
在
桂
林
」
(
註
U
前
掲
『
桂
林
紀
事
』
)
及
び
馬
玉
成
註
国
前
掲
書
。
な
お
、
新
旅
は
陶
自
ら
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
陶
の
燕
陶
を
受
げ
た
新
安
小
学
校
の
校
長
・
託
逮
之
が
、
陶
の
教
え
に
沿
っ
た
形
で
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
(
お
)
大
鵬
「
新
安
旅
行
団
在
抗
日
戦
争
中
」
(
註
2
前
掲
『
軍
史
料
』
抗
回
戦
争
時
期
第
四
冊
解
放
軍
出
版
社
一
九
八
八
年
)
。
(
羽
)
註
明
記
前
掲
『
大
事
記
』
た
だ
し
、
鹿
門
児
童
劇
団
離
桂
の
時
期
に
つ
い
て
は
貌
華
齢
註
幻
前
掲
書
(
院
南
事
件
後
離
桂
と
し
て
い
る
)
に
ト
J
T
A
V
。
(
川
叫
)
註
6
前
掲
『
年
譜
』
(
但
)
註
3
前
掲
『
洗
星
海
全
集
』
第
一
巻
「
新
階
段
歌
曲
集
序
」
の
編
注
。
な
お
、
こ
の
劇
団
が
一
九
三
九
年
一
月
以
降
、
重
慶
を
活
動
の
場
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
註
目
前
掲
『
延
安
文
芸
運
動
紀
盛
』
に
見
え
る
。
(
必
)
胡
愈
之
・
高
天
「
対
革
命
新
聞
事
業
機
関
「
国
新
社
」
的
回
憶
」
(
註
ロ
前
掲
『
桂
林
紀
事
」
)
(
必
)
延
安
や
解
放
区
の
音
楽
・
芸
術
に
つ
い
て
は
秋
山
註
1
前
掲
書
、
石
回
註
4
前
掲
書
が
、
い
ま
だ
に
我
が
固
に
お
け
る
最
も
充
実
し
た
研
究
で
あ
る
。
魯
芸
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
、
言
及
も
あ
る
が
、
紹
介
や
注
の
域
を
出
ず
、
専
論
は
寄
在
し
な
い
と
い
う
の
が
実
態
と
思
わ
れ
る
。
(
叫
)
以
下
の
魯
芸
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
特
記
し
な
い
限
り
文
化
部
党
史
資
料
征
集
工
作
委
員
会
魯
芸
史
料
専
題
組
整
理
『
延
安
魯
迅
芸
術
文
学
院
紀
事
』
(
内
部
出
版
物
一
九
八
八
年
)
に
よ
る
。
(
必
)
延
安
魯
芸
回
憶
録
編
集
委
員
会
編
『
延
安
魯
芸
回
憶
録
』
(
光
明
日
一九四O年の重慶・桂林・延安(平居)
報
出
版
社
一
九
九
二
年
)
(
必
)
第
一
期
・
二
期
生
の
学
制
は
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
最
初
の
学
習
期
聞
を
終
え
て
前
方
実
習
に
出
か
け
た
後
、
後
半
の
授
業
に
戻
っ
た
の
は
一
部
だ
っ
た
よ
う
だ
。
い
ざ
前
線
に
行
〈
と
、
遠
隔
の
戦
地
と
い
う
こ
と
で
、
三
ヶ
月
で
は
帰
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
ら
し
い
(
主
培
元
『
延
安
魯
芸
風
雲
録
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
二
O
O四
年
)
。
(U)
こ
の
時
の
ピ
ア
ノ
が
魯
芸
で
最
初
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
伍
薙
誼
『
人
民
音
楽
家
呂
麟
伝
』
(
中
国
文
聯
出
版
社
二
0
0
五
年
)
に
よ
る
。
こ
の
時
期
、
延
安
も
し
く
は
魯
芸
に
ど
の
よ
う
な
楽
器
が
あ
っ
た
か
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
曲
の
伴
奏
パ
1
ト
を
見
る
こ
と
が
最
も
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
洗
が
延
安
で
作
っ
た
曲
で
使
わ
れ
て
い
る
西
洋
楽
器
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
チ
ェ
レ
ス
夕
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
だ
け
で
、
他
は
全
て
中
国
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
ロ
(
必
)
こ
こ
で
言
う
「
音
楽
活
動
」
は
、
「
歌
詠
運
動
」
で
あ
る
と
同
時
に
現
代
的
な
意
味
の
「
音
楽
活
動
」
で
も
あ
る
。
ひ
た
す
ら
大
衆
化
と
政
治
的
目
的
の
実
現
が
目
指
さ
れ
た
解
放
区
の
音
楽
運
動
で
あ
る
が
、
資
質
の
あ
る
者
は
本
能
的
に
質
的
な
向
上
を
目
指
し
て
葛
藤
し
、
政
治
的
要
請
と
芸
術
的
発
展
の
き
わ
ど
い
調
和
の
上
に
立
つ
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
洗
(
特
に
「
黄
河
大
合
唱
」
)
に
は
そ
れ
が
典
型
的
に
見
ら
れ
る
。
(
必
)
時
楽
濠
「
良
師
良
友
星
海
与
三
期
音
楽
系
片
断
」
(
註
必
前
掲
『
延
安
魯
芸
回
憶
録
」
)
(
印
)
魯
芸
歌
詠
団
は
註
叫
前
掲
『
延
安
魯
迅
芸
術
文
学
院
紀
事
』
に
見
え
な
し
81 
(
日
)
『
魯
迅
芸
術
文
学
院
交
友
録
延
安
部
分
l
』
出
版
物
一
九
八
八
年
)
(
臼
)
集
体
編
写
・
洪
飛
執
筆
「
太
行
山
劇
団
大
事
記
」
(
註
2
前
掲
『
軍
史
料
』
抗
日
戦
争
時
期
第
三
冊
)
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
民
族
革
命
芸
術
学
院
に
入
る
場
合
は
、
出
来
る
だ
け
偽
名
を
使
う
よ
う
に
と
い
う
区
党
委
の
指
示
が
出
て
お
り
、
も
と
も
と
か
な
り
微
妙
な
政
治
力
学
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
学
校
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
後
半
の
音
楽
系
と
晋
西
事
変
に
関
す
る
部
分
は
翠
志
偉
「
抗
日
戦
争
時
期
山
西
決
死
隊
、
政
衛
隊
文
芸
工
作
概
況
」
(
『
軍
史
料
』
抗
日
戦
争
時
期
第
一
冊
)
及
び
註
8
前
掲
『
音
楽
家
伝
』
第
一
巻
樫
維
伝
に
よ
る
。
(
日
)
高
爾
基
戯
劇
学
校
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
註
6
前
掲
『
年
週
間
』
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
李
伯
剣
「
高
爾
基
戯
劇
学
校
」
を
始
め
と
し
て
、
註
2
前
掲
『
軍
史
料
』
紅
軍
時
期
上
冊
に
、
い
く
つ
か
の
証
言
が
見
ら
れ
る
。
(
出
)
註
H
H
前
掲
『
延
安
魯
迅
芸
術
文
学
院
紀
事
』
及
び
註
8
前
掲
「
音
楽
家
伝
』
第
二
巻
常
蘇
民
伝
(
出
)
伍
務
誼
註
幻
前
掲
書
及
び
柄
藍
『
回
憶
延
安
』
(
『
火
車
上
的
少
校
』
新
文
芸
出
版
社
一
九
五
九
年
所
収
、
原
題
『
延
安
十
年
』
発
表
誌
未
詳
一
九
四
九
年
)
の
新
島
淳
良
訳
(
註
m前
掲
『
中
国
現
代
文
学
選
集
」
十
六
所
収
。
邦
題
は
『
延
安
十
年
』
)
注
参
照
。
学
校
の
実
態
に
つ
い
て
は
石
福
・
王
一
之
「
晋
察
爽
第
四
軍
分
区
火
線
劇
社
大
事
記
」
、
張
学
新
「
晋
察
奨
文
芸
運
動
大
事
記
」
(
と
も
に
註
2
前
掲
『
軍
史
料
』
抗
日
戦
争
時
期
第
二
冊
)
等
に
見
え
る
が
、
子
供
(
小
鬼
)
の
ク
ラ
ス
も
あ
る
な
ど
、
現
代
の
「
大
学
」
と
い
う
概
念
で
は
把
握
で
き
な
い
存
(
魯
芸
校
友
会
内
部
82 
在
で
あ
る
。
民
族
革
命
芸
術
学
院
や
魯
芸
の
分
院
同
様
、
戦
況
に
よ
っ
て
、
校
地
は
転
々
と
移
転
し
て
い
た
。
ま
た
、
閉
鎖
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
、
事
実
を
確
定
で
き
な
い
。
(
日
)
洗
が
引
用
②
で
名
前
を
挙
げ
る
様
々
な
劇
団
に
つ
い
て
は
、
『
軍
史
料
』
抗
日
戦
争
時
期
全
四
冊
に
年
表
も
含
め
、
様
々
な
証
言
が
あ
り
、
洗
が
言
う
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
が
魯
芸
等
に
入
っ
て
訓
練
を
受
け
た
り
、
劇
団
内
に
幹
部
訓
練
班
を
設
け
た
り
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
(
貯
)
日
本
に
お
け
る
、
外
国
区
(
租
界
や
論
陥
区
)
の
音
楽
研
究
と
し
て
は
、
岩
野
裕
一
『
王
道
楽
土
の
交
響
楽
』
(
音
楽
之
友
社
一
九
九
九
年
)
、
榎
本
恭
子
『
上
海
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
物
語
』
(
春
秋
社
二
O
O六
年
)
と
い
っ
た
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
台
湾
に
は
榎
本
氏
の
先
駆
と
な
っ
た
韓
国
鍛
(
米
国
在
住
)
の
研
究
(
『
韓
国
鍛
音
楽
文
集
』
全
四
巻
楽
韻
出
版
社
一
九
九
九
年
、
特
に
第
四
巻
)
が
あ
り
、
中
国
で
も
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
そ
の
研
究
成
果
が
公
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ロ
